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（提案理由） 

 この案は、台東区議会議員の職責に鑑み、議員が区議会の会議

等を長期欠席した場合における議員報酬及び期末手当の減額に関

し、規定の整備を図る等のため提出します。 

 

    



東京都台東区議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例 

 

東京都台東区議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例

（昭和３１年１２月台東区条例第１９号）の一部を次のように改

正する。 

第２条の見出し中「の額」を削り、同条中「議会の議長・副議

長・委員会の委員長及び副委員長」を「議長、副議長、委員長及

び副委員長（以下「議長等」という。）」に改める。 

第２条の次に次の１条を加える。 

（議員報酬の減額） 

第２条の２ 議長等及び議員が連続して１年を超えて本会議及び

委員会を欠席したときは、議員報酬を減額して支給する。 

２ 前項の規定による議員報酬の額は、別表に定める議員報酬に

１００分の２０を乗じて得た額を減額した額とする。 

３ 第１項の規定による議員報酬の額の減額は、最初に本会議又

は委員会を欠席した日から１年を超える日の属する月の翌月

（その日が月の初日であるときは、その日の属する月）から、

本会議又は委員会への出席を再開した日の属する月（その日が

月の初日であるときは、その日の属する月の前月）までとする。 

第４条中「議長、副議長、委員長及び副委員長（以下「議長等」

という。）並びに」を「議長等及び」に改める。 

第６条を次のように改める。 

（議員報酬の支給期日） 

第６条 議員報酬は、当月分をその月の２５日に支給する（前２



条に規定する場合に該当するときを除く。）。ただし、次の各号

に該当するときは、当該各号に定める日に支給する。 

(１) ２５日が日曜日に当たるときは、その前々日とし、土曜

日に当たるときは、その前日とする。 

(２) ２５日又は前号に定める日が休日（国民の祝日に関する

法律（昭和２３年法律第１７８号）に定める休日をいう。以

下この号において同じ。）に当たるときは、２５日に最も近

い日曜日、土曜日又は休日でない日（その日が２あるときは、

２５日より前の日）とする。 

第８条の次に次の２条を加える。 

（期末手当の減額） 

第９条 前条の規定にかかわらず、第２条の２第３項の規定によ

る議員報酬の額の減額の対象月に支給する期末手当の額は、前

条第２項及び第３項の期末手当の額に１００分の２０を乗じて

得た額を減額した額とする。 

（適用除外） 

第１０条 議長等及び議員が、次に掲げる事由により連続して１

年を超えて本会議及び委員会を欠席したときは、第２条の２及

び前条の規定は適用しない。 

(１) 公務上の災害 

(２) 前号に掲げる事由のほか、議長がやむを得ないと認める 

事由。 

  付 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 


